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▽　

月　

日　

委
員
会
審
査
報
告
・

１２

１８

質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審
査

案
件
上
程
、
議
員
派
遣
、
議
員
提

出
議
案
上
程
・（
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採

決
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
、
討

論
は
、次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

議
案
第　

号
に
対
す
る
質
疑
（　

８３

１１

月　

日
）

２６

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、
�
波
貴
志（
自
民
党
・
い

さ
ま
）、守
谷
浩
一（
日
本
共
産
党
）

総
括
質
疑
（　

月　

日
）

１１

２６

　

内
藤
幸
男（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

沖
本
浩
二（
ざ
ま
大
志
会
）、
伊
藤

多
華（
座
間
市
公
明
党
）、
星
野
久

美
子（
日
本
共
産
党
）、
安
海
の
ぞ

み（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
沖

永
明
久（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

議
案
第
１
０
５
号
に
対
す
る
質
疑

（　

月　

日
）

１１

２６

　

沖
本
浩
二
（
ざ
ま
大
志
会
）

議
員
提
出
議
案
第　

号
・
第　

号

２０

２１

に
対
す
る
質
疑
（　

月　

日
）

１１

２６

　

沖
本
浩
二（
ざ
ま
大
志
会
）、
沖

永
明
久（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

議
員
提
出
議
案
第　

号
・
第　

号

２０

２１

に
対
す
る
討
論
（　

月　

日
）

１１

２６

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、沖
本
浩
二（
ざ
ま
大
志
会
）

議
案
第
１
０
７
号
に
対
す
る
質
疑

（　

月
７
日
）

１２

　

沖
本
浩
二
（
ざ
ま
大
志
会
）

討
論
（　

月　

日
）

１２

１８

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、
星
野
久
美
子（
日
本
共
産

党
）、
沖
本
浩
二（
ざ
ま
大
志
会
）、

伊
藤
多
華（
座
間
市
公
明
党
）、
安

海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
荻
原
健
司（
自
民
党
・
い
さ

ま
）

沖
永　

明
久 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

違
う
意
見
の
人
た
ち
と
ど
う
向
き
合
う
か

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
子
ど
も
の
育
ち
に

健
や
か
な
発
達
保
障
を

長
�　

未
紗 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

就
労
準
備
支
援
事
業
の
評
価
と

課
題
・
展
望
を
問
う

須
�　

友
康 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

座
間
市
職
員
の高

い
給
与
に
つ
い
て

星
野　

久
美
子 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

小
・
中
学
校
体
育
館
へ

エ
ア
コ
ン
設
置
を

松
橋　

淳
郎 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

相
武
台
前
駅
周
辺
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

　

相
武
台
前
駅
南
口
駅
前
広
場
の

整
備
の
拠
点
と
な
る
生
産
緑
地
は
、

令
和
元
年　

月
に
、
座
間
市
土
地

１２

開
発
公
社
が
取
得
し
ま
し
た
。
そ

の
後
の
基
本
計
画
の
策
定
及
び
設

計
に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況

を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
広
場

の
整
備
に
当
た
り
、
計
画
さ
れ
て

い
る
バ
ス
停
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

な
ど
の
各
交
通
機
関
と
の
協
議
、

調
整
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

か
に
が
沢
公
園
北
側
の
市
道
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算

に
基
本
設
計
委
託
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
公
園
北
側
及
び
相
武
台

前
駅
周
辺
の
交
通
対
策
事
業
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
交

通
対
策
を
目
的
と
し
て
基
本
設
計

が
行
わ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

相
武
台
前
駅
南
口

駅
前
広
場
の
整
備
に
つ
い
て
、
令

和
２
年
度
は
、
計
画
区
域
内
の
家

屋
の
所
有
者
や
地
権
者
、
隣
接
者

等
に
事
業
内
容
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、
境
界
確
定
業
務
や
物
件
調

査
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各

交
通
機
関
と
の
協
議
、
調
整
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
整
備
方
針
の
策

定
作
業
を
進
め
る
中
で
、
事
業
者

と
の
調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
道
の
基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、

相
武
台
前
駅
南
口
周
辺
、
か
に
が

沢
公
園
や
座
間
中
学
校
を
結
ぶ
道

路
と
し
て
、市
道
相
武
台　

号
線
・

８７

　

号
線
を
中
心
に
車
両
や
歩
行
者

８８等
の
交
通
に
支
障
の
な
い
道
路
幅

員
等
を
確
保
す
る
た
め
の
道
路
線

形
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
市
長
選
挙
で
は
、
佐
藤

市
長
が
２
万
６
６
１
６
票
、
遠
藤

三
紀
夫
氏
が
２
万
１
５
０
０
票
で
、

佐
藤
市
長
が
、
５
１
１
６
票
の
差

を
つ
け
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

選
挙
結
果
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い

る
の
か
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

こ
の
結
果
を
謙
虚
に
受

け
止
め
、
市
民
の
皆
様
や
議
員
の

皆
様
、
職
員
の
意
見
な
ど
を
十
分

に
伺
っ
た
上
で
判
断
し
、
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
市
政
運
営
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

【
再
質
問
】
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
市
長
の
権
限
は
非
常

に
強
く
、
そ
の
権
力
を
ど
の
よ
う

に
行
使
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
自
分
を
支
持
し
て
く
れ
る

人
た
ち
だ
け
と
か
、
考
え
方
の
違

う
人
た
ち
の
意
見
は
聴
か
な
い
と

か
、
持
論
を
押
し
通
す
た
め
に
組

織
に
圧
力
を
か
け
る
と
か
で
は
な

く
、
意
見
の
違
う
人
た
ち
、
自
分

を
支
持
し
な
い
人
た
ち
も
含
め
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
う
し
た
こ
と
が
市
政
の

発
展
と
、
住
民
自
治
と
団
体
自
治

の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す

が
、
改
め
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

大
変
重
い
質
問
だ
と
思

い
ま
す
。立
場
の
違
う
方
々
、様
々

な
意
見
を
し
っ
か
り
伺
い
な
が
ら
、

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
意
思
決

定
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
本
当
に

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
絶
対
に
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
肝
に
銘
じ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
る
子
ど
も
た
ち

の
発
達
上
の
諸
課
題
に
及
ぼ
す
深

刻
な
問
題
を
危
惧
し
ま
す
。
子
ど

も
の
健
康
と
安
全
、
遊
び
の
場
の

保
障
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。ま
た
、

年
末
年
始
に
年
越
し
子
供
食
堂
な

ど
の
場
と
し
て
公
共
施
設
を
使
用

す
る
こ
と
へ
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

　

健
康
部
長　

緊
急
事
態
宣
言
に

伴
い
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
と
４
カ
月

児
健
診
の
集
団
か
ら
個
別
実
施
へ

の
変
更
や
、
全
て
の
乳
児
幼
児
健

診
の
受
診
月
齢
期
間
の
延
長
な
ど

を
行
い
、
昨
年
同
時
期
と
比
べ
て

大
幅
な
減
少
傾
向
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

支
援
が
必

要
な
家
庭
の
把
握
に
努
め
、
年
末

年
始
を
含
め
た
相
談
窓
口
の
周
知

な
ど
さ
ら
な
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

公
園
遊
具
の
使
用

禁
止
は
、
子
供
の
居
場
所
を
な
く

す
と
の
指
摘
も
多
く
、
職
員
は
対

応
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
今
後
、

感
染
が
再
拡
大
し
た
場
合
に
は
県

の
方
針
に
基
づ
き
、
遊
具
等
の
取

扱
い
に
関
し
て
深
く
思
慮
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

教
育
部
長　

年
越
し
子
供
食
堂

の
場
の
提
供
で
す
が
、
公
民
館
施

設
は
社
会
教
育
施
設
と
い
う
性
質

上
物
品
販
売
は
許
可
し
て
お
ら
ず
、

食
事
提
供
も
保
健
所
の
許
可
を
得

る
必
要
が
あ
り
、
対
応
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。
食
材
配
布
等
は
施

設
利
用
団
体
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
の
活
動
範
囲
内
で
あ

れ
ば
可
能
と
考
え
ま
す
。

　

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
、
２
０
１
８
年
第
３

回
定
例
会
の
私
の
一
般
質
問
に
対

し
「
現
状
の
建
物
で
は
効
率
的
な

エ
ア
コ
ン
の
効
果
は
期
待
で
き
ず

設
置
は
難
し
い
」
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
大
型
扇
風
機
に
つ
い

て
も
「
児
童
・
生
徒
が
運
動
し
て

い
る
場
所
へ
の
大
型
扇
風
機
等
機

器
の
設
置
は
危
険
な
の
で
、
設
置

は
考
え
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
気
候
変
動
な
ど
を
通
し

て
夏
の
暑
さ
は
年
々
増
し
、
自
然

災
害
に
よ
る
避
難
場
所
、
避
難
所

の
需
要
も
高
ま
り
、
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め
る
声
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年　

月
現
在
、
小
・

１２

中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
の
考
え
に
変
化
は
あ

っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

教
育
部
長　

現
状
の
建
物
で
は
、

構
造
上
、断
熱
性
能
が
高
く
な
く
、

効
率
的
な
エ
ア
コ
ン
の
効
果
は
期

待
で
き
な
い
た
め
、
建
て
替
え
や

大
規
模
改
修
を
行
う
際
の
検
討
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

暑
さ
対
策
は
必
要
で
あ
り
、
今
後

の
補
修
工
事
の
際
に
は
、
屋
根
や

壁
面
、
開
口
部
の
遮
熱
や
断
熱
対

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
、
３
密

回
避
の
た
め
、
夏
期
に
体
育
館
を

使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
と

し
て
学
校
の
要
望
に
基
づ
き
、
大

型
冷
風
機
や
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

等
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

本
市
が
２
０
１
７
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
就
労
準
備
支
援
は
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
で
就
労
経
験
・

社
会
経
験
が
少
な
い
人
の
た
め
の

事
業
で
、
単
な
る
就
職
の
た
め
の

支
援
で
は
な
く
、
生
活
習
慣
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
改
善

な
ど
生
活
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
重

点
を
置
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
共

同
企
業
体
が
委
託
を
受
け
、
相
武

台
前
駅
近
く
に
「
は
た
ら
っ
く
・

ざ
ま
」
を
開
設
し
、
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
共
同
企
業
体
に
よ
る

実
施
は
本
市
の
特
徴
で
あ
る
と
い

え
ま
す
が
、
そ
の
評
価
を
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
開
始
か
ら
３
年

経
ち
、
新
た
に
見
え
た
課
題
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

本
市
で
は
、
生
活

協
同
組
合
を
代
表
団
体
と
す
る
共

同
企
業
体
へ
の
業
務
委
託
に
よ
り

就
労
準
備
支
援
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
共
同
企
業
体
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
他
自
治
体
で
の
実
績
を
踏

ま
え
た
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

は
、
利
用
者
の
就
労
や
社
会
的
自

立
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
特
に
就
労
支
援
だ
け
で
な

く
、
生
活
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
社

会
的
孤
立
の
解
消
に
着
目
し
た
独

自
の
取
組
は
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
回
復
し
、
自
立
に
向
け
た
意

欲
の
喚
起
に
効
果
を
上
げ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
則

１
年
間
の
利
用
を
想
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
１
年
を
超
え
る
利
用
が

増
え
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
支

援
計
画
の
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年　

月　

日
の
神
奈
川

１２

２５

新
聞
の
記
事
で
は
、
国
家
公
務
員

の
平
均
給
与
を
１
０
０
と
し
た
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ
い
て
、
座

間
市
は
県
内
ト
ッ
プ
の
１
０
２
・

６
、
政
令
市
、
中
核
市
を
除
く
全

国
の
市
区
町
村
で
８
位
で
し
た
。

ま
た
、
平
成　

年
か
ら
平
成　

年

２５

３０

の
平
均
給
与
の
推
移
を
比
較
す
る

と
、
民
間
は
４
１
４
万
円
か
ら
４

４
１
万
円
の
約
６
・
５
％
の
増
加

に
対
し
、
本
市
職
員
は
６
３
２
万

円
か
ら
６
９
６
万
円
で
約　

・
１

１０

％
の
増
加
で
す
。
官
民
格
差
は
広

が
っ
て
お
り
、
本
市
の
財
政
状
況

を
考
え
る
と
、
今
後
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
に
、
職
員
給
与

の
適
正
化
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

本
市
の
指
数
が
国
の
基
準
を
上
回

り
、
全
国
平
均
、
近
隣
他
市
や
類

似
団
体
よ
り
も
高
い
こ
と
は
、
納

税
者
で
あ
る
市
民
の
納
得
が
得
ら

れ
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
ご
所
見

を
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

本
市
の
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
は
、
国
を
１
０
０
と
し

た
指
数
よ
り
高
く
、
県
内
他
市
の

状
況
か
ら
見
て
も
高
い
水
準
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
再
構

築
中
で
、
制
度
の
本
格
実
施
に
向

け
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

職
務
の
級
別
の
定
数
管
理
に
つ
い

て
も
定
員
管
理
計
画
に
合
わ
せ
見

直
し
を
進
め
ま
す
。
引
き
続
き
給

与
水
準
の
適
正
化
に
取
り
組
む
中

で
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ
い

て
も
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。


